三島の初期作品「エスガイの狩」の文章（下）――『成吉思汗實録』の翻案振りを中心に―― by 下河部, 行輝
先に、
三島の『エスガイの
狩」が「成吉思汗質録」の骨子に
拠っていることを、
登場人物、
場所、
時の処理、
構成（結構）を
通して、
論証したが、
三島は、
原本の肉付けには終わっていない。
この小論では、
原文にはない内容の箇所を中心として、
論じて見
たい
。（上）においてこの作品の内容を17の項目で継めた
が、
再度そ
れを示してみよう。
〔エスガイの狩〕
0-、
ある秋の8、
エスガイは鷹を使って、
オナン河畔に馬を駆
る
。
0二、
エスガイの知らなかった恋、
その第二の狩へ心が向かって
いるのを知る。 2チ
レドとエスガイの闘いの設定
はじめに
三島の初期作品
『成吉思汗賓録』
0三、
下流の方から来るものがいるため、
馬を止めて観察し、
紅
の車の花嫁を見てしまう。
0四、
エスガイ白馬に乗り、
ネクンとダリタイを呼びに幕舎へ帰
り再ぴ来る
。
0五、
チレドは三騎 来るのを見て
一先ず身をくらますように
して、
再ぴ紅の車へ向かう。
'
0六、
ホエルンは、一
1一人が殺すことを予期し、
チレドに、
逃げる
よう勧め、
他の女を見つけるように言い、
短衣を与える
。
チレド馬上から受取る。
△七、
三人はオナン指して走りつ、ありチレド心党えにしておいた地隙の一番窄い場所目指して逃げる。
．
八、
チレドの馬が頭上を越えた時、
三人は女は逃げないと推断
して追う。
九，オナン河畔の描写の後、
道を
熟知するチレドは馬に赤辛子
を与え狂奔させ、
森を抜け、
山墜と森に挟まれた緑地へ身
を横たえて、
眠りに陥り、
眼が覚めた時、
三人の姿を見る。
下河部
行
「エスガイの狩」の文章
の翻案振りを中心に
（下）
輝
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+、
チレドは剣を抜きエスガイに迫る。
闘いの末、
チレドは首
を切られて、
死ぬ。
十一、
ネクンは、
刀の血を拭くようにエスガイに言い、
ダリタ
イにはチレドはオナンを越え逃げたこと す ように言い、エスガイが殺したのではないことにする。
△十二、
三人はオナンの河原に出てホエルンに会い、
ホエルンは
刀を見た後、
エスガイの腕に身を任す。
0十三、
女を車に乗せ、
ネクンが先に立ち、
エスガイが手綱を取
り、
ダリタイが椋に付き涼う。
0十四、
ホエルンは烈しい泣き聟の後、
途切れ途切れに歌をう
たった。
〇十五、
付き添ったダリリイが心得て、
歌をうたった。
十六、
エスガイの第三の狩の有り方を予測させながら、
作者の
ェスガイの心の解説
．
0十七、
星のきらめく頃稲舎に落いたこと。
かくしてエスガイは
無双の罷人ホエルンを后に獲た。
〔〇印は、
原本を素材として、
構築出来ると判浙したもの。
△印
はほぽ原本を参照して可能なもの〕
この項目を見て、
三島の創造とすぺき所は、
八ー十一の所で、
チレドを追うエスガイとその兄弟の行動であり、
更に、
エスガイ
がチレドと剣を交えて戦う ころである。三島の文章と関係ある原本の箇所を引用すると次のような所
赤列都は、
山の鼻を続り回りて、
車の鹿に来ぬれば、
そこに
詞額倫冗奨言はく「彼の三人の人を党れ
るか、
爾。顔顔悪く
あり。爾の命を取らん氣色あり。爾の命だにあらば、
単前ご
とに童女、
黒車ごとに貨女あらん。爾の命だにあらば、
童女
貨女は得らる ぞ、
爾、
異なる名のを詞額倫と又名づくぺき
ぞ、
爾。命を遁れ、
我が香を嗅ぎて行け」とて、
短衣を脱ぎ
て〔呉へたるを、
赤列都〕馬の上より探りて取たれば、
三人
にて山の鼻を繰りて到りて来ぬれば、
赤列都は、
速き淡黄色
の馬の腿を打ちて、
急ぎ
走り斡難河に訴り走れり。（「詞額命
冗浜 夫別れ」 部分）三人にて後より追ひて
、
七つの岡を越ゆるまで走 て、
回り
て来て詞額命冗奨、
也速該巴阿禿兒を牽きて、
捏坤太子なる
その兄樹導して、
苓哩台斡楳赤斤なるその弟戟に傍ひて来る
時、
詞額命冗善言はく「我が兄赤列都
は、
風に逆ひ髪を彿は
れたること無く、
荒野の地に腹を飢ゑさせた こと無かりき。
今はいか様に。
二つの辮髪を一たぴは背の上に遣りて、
一た
ぴは懐の上に遣りて、
一たぴは前に向け、
一たぴは後に向け、
いか様に為して去れる」と云ひて、
斡難河を波立たするまで、
林河原を誕動すまで、
大葵に哭きて来つる時、
苓哩台斡悽赤
斤傍ひて行きて言はく「汝の抱ける〔人〕
は、
水を多く渡れ
り。叫ぶとも、
顧みて見ざらん、
汝を。跡追ふとも、
彼の路
を得ざらん、
汝。黙してよ」と云ひて諌めたり。
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（「詞額倫冗漢の泣酋」の部分）
傍線の部分が三島の想像力に慟きかけたものと推断されるので
あるが、原本と三島の創作部分との大きな相違は、チレドとエスガイ達との還遇の有無である。原作をどのように読もうとも、両者が出会った
ことをはっきり
と示し
ている箇所はない
。それは
「汝の抱ける〔人〕は、水を多く渡れり。叫ぶとも、顧みて見ざらん、汝を。跡追ふ も、
彼
の路を得ざらん、汝。黙してよ」を
文字通り受け取れば、チレドは遠く逃げたことになる。
この箇所
は、ほぼ忠実に、
三島は「ダリタイ
」に詩の形で表現させている。
従って、三島が「エスガイ」達と「チレド
」との闘いを設定し
たのは、「三人にて山の鼻を紐りて到りて来ぬれば、
赤列都は、・
速き淡黄色の馬の腿を打ちて、．怠ぎ走り斡難河に訴
り走れり。三
人にて後より追ひて 七つの岡を
越ゆるまで走りて、回りて来て
詞額命冗浪を」の状況の中である。
このデッサンを基にして、
三
島は脚色を自由自在にした。「三人に 山 鼻を換 て到りて来吼‘」という原典の
すぐ前の描写は「短衣を脱ぎて〔呉へた
るを、赤列都〕馬の上より探IJて
取り
たれば、三人にて
．． 
」と
あるように、ホエルンとチレドとの別離の場面であり
エスガイ
達がチレドの逃げ行く様を目繋しているところでもある。三島は
「恰かもこの時三人の兄弟は一列になって地院の底をオナン指して走りつ、ある。」に始まって、三人の追う様を細叙する。ところが三島は原典ではチレドが「斡難河に訴り走れ 。」とあ の
を、「オナンと反対側に常る森林まで来る。」として、原典のチレドが河を遡るの
に対して、「森林」に逃げ込むようにする。し
か
もコ：＞ は愛馬を乗り捨てた。赤辛子を呉へて狂奔させ彼のあとを慕はぬやうにした。」 して次の見せ場を用意している。そして原典に ない三島の血の描写が行われる。チレドの発見は用意周到に
「兄弟は森の入口でそこへ入らうと狂ひまはってゐるチ
レドの淡黄色の馬をみたのだった。」という表現を準信するので'ある。そして両者 剣 よる闘争を細か
に描写する。
しかも、，こ
れまでの初期 作品 は見られなかった斬首 場面 描か のである。そ 箇所を引用しよう。
しかもエスガイはしらずしらず水に踵を接してゐる。ここぞとチレドは剣を突き出 た。腕を思ひ切りのば 、チレドは剣を突き出した
。同時に危ふく打を
よけたエスガイの剣が
追った。池が飛沫を散らし水音を立てた。チレド
の首のない
屍は固くなってよろめき乍 立ってゐ そして池に落ちた首を慕ふやうに
、池の方へたふれか、る。腰から上は逆様に
水のなかへずるずると没した
。
足はつかのま空を蹴って溢ま
る
。
池水に黒赤色の昼りが沸き上った。．
チレドの死を暗示する表現が、原典ではないのであるが、
強い
て探すとすれば、
ホエルンが語るところに「彼の三人の人を覺れ
るか、
爾。頻頻悪くあり。爾の命を取らん氣色あり。」という箇
所であろう。この「爾の命を取らん氣色あり」を核として三島は
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「エスガイの狩
j
以前の作品は、「うたは
あまねし」のような
極小品を含めて16編ある。
これら短編において、「死」またはそ
れに関連した表現、
また「血」に関連した表現のない
ものは極め
て少ないことを指摘し 置か
なければならない。作品の成立順に、
それらの表現を列記してみる。3ー1「酸模」
この作品では、
刑務所の囚人である男が、
秋彦という子に語る
話の中に表現さ る。
0「俺にも子供があったよ。丁度坊ゃみたいに可愛い子だった。
だが、
今は
．．
．．． 
」
零＇は／＼どうしたの
j
『エスガイの狩」以前における「死」と「血」の描写
チレドの死を構想したものと推断できる。
さらにチレドを追って
「三人にて後より
追ひて、
七つの岡を越ゆるまで走り
て、
回りて
来て」の文章から、「七つの岡を越ゆるま
走りて、
回りて来て」
の「走りて」と「回りて来て」 間の時間に三島の想像性が湧出したもので、
こう
した想像性は「朝倉」においても、
また「豊饒
の海」と「浜松中納言物語
j
との関係についても同様
なことが言
える。
ところで、
三島の初期作品で、
死や血の描写はいかになさ
れてい か次に見て見よう。
「廣い（、
海原の上を鵡になって飛んでゐるんだよ、
波の
間に、
ひら／＼と、
魚の鱗の銀色が光るのを見つけて、
その
鵜はな、
水の中に首を突っ込んで云ふんだ。「夕節の鉛色を
した海の上で私は殺された。殺した奴は暗い々々海の底に沈んで行った。
だが、
其奴の浮き上るまで、
私はこの白い粟で、
槃の低い空に浮んで居なけりゃならない」」「それは何のこと。」
男は答へないでつゞけた。「所がその哀れな／＼鵡
を殺した奴は、
自分の浮ぶ道を見つ
けたのだ。
その道を見つけさして呉れたのを誰だと思ふ゜ー坊や！
お前なんだよ。
死んだ状況については細叙されてはいないが、
副題に「I秋彦
の幼き思ひ出ー」としたこの作品は、
秋彦の純粋さに打たれた囚
人と人間味を取り扱っており、何でもないようでありながら、
父
が子を殺したということであるから、
原因の描写はないけれども、
昭和13年の作ということを考えればやはり刑務所と囚人という素材はこの年代では一般的とは言え
ない。
．
．
312「座禅物語]
この作品も「酸模」と同じ時期に書かれたものだ
が、
テーマが
悟を開くという仏教的なものを取り扱っていて、
三島と同じ年代
では稀なもの 思われる。
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〇—惨！坊主は目をおほった。森の奥の廣場に、
老人や、
若者
ゃ、
男ゃ女が皆、
恐ろしい恰好で息が絶えて居たのだったし
これは、「燻銀の来」 食すことによ
って、
悟を開くというこ
とで坊主が村人に採らせた場面で、
村人の死によって、
坊主がそ
れを起縁に悟りを得るという、
文章は淡々としているが、村人全
貝の死という考え方によれば残酷なこと ある。3
3ー『鈴慶抄
j
これも副題が「墓参蹄り|附
狸の信者ー」となっていて、
人
の死に関係するものがあり、
少し月日を置いているが、
同じ13歳
の時 作品ということになる。
〇由明の死後、
小部家は目の廻るゃうな急がしさであった。
この文章で始まる作品であるが、
継母の吉子と由明の姉の時子
と父を失った宗治との人間模様を描いていて決して明 い作品ではない。
当時の三島の心の反映があるかとも
受け取れそうな所が
ある。「附
狸の信者」は作者の随想であろうか
ら、「墓参玲り」
とは直接に関わらないと思われる。3
4ー「館
J
•
• 
固有名詞（地名、
人名）に傍線を引いたところは、
翻訳調の雰
囲気を出そう している作品で、
三島1g歳の作品であるところか
ら、
翻訳物を読んでいた
と考えられる一面がある。
「青ひげ」を
思わせる公爵 主人公と の、
それに長いこと仕えた翁の語り
口を通しての作品である。
〇ーわしはいままで、
ずいぶんおほくの人をころしてきたけれ
ども、
じぶんの手を用ひたことはたゞの一度もありはせなん
.. 
』0
,
t
0殿様がおひつかれて、
女を刺された場所
は、
その椅子の上で
ござりました。
血胆い雰囲気の持つ作品の割りには、
死と直接関わる表現がこ
の2例であるが、
血と関係する表現は、
死と関わる表現よりも多
く見られる。
〇わしはおのれのこの手で、
とぎすましたするどい刃を握、
相
手に近付、
わしの手がなまあた、かい血潮でぬれそぽれるの
を見たいのだ。
〇汚いひくい木の椅子や、
みなれぬかたちの棗ゃら、
とぎすま
した肉の厚い斧や
ら、
さては、
丈高い道具の刃物をとりつけ
たものや、
とにかくそのやうな、
みるからに血胆いだうぐを
お察し下さればよろしうござります。
0そのころは、
ます／＼殿さまの酷いおん行が度をくはへてま
ゐりまして、
何斗の血がこのおん館のうちに流されたでござ
りませう
か、
思
ひもつかぬことでございました。
0もちろんとのさまは、「神」の「罰」など、いふ言乃葉をば、
お伯れなされるわけはありませぬなれども、
民草が一揆をみ
ごもって、
灰色にはらむ風の血いろの叫ぴ
が、
あさとなく、
よるとなく
9
おんこ、ろのうちにとゞろいてゐるのではござ
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いますまいか。
0(女は）つぶされた肉塊のやうに、
まだ息をひきとらず手と
足をだらりとたれ、
赤くなめらか
に血を
流してをりました。
この作品は未完と記されている
が、
この殿様の末路は悲惨な結
末を辿ることは予想されるが、
死と血に関する表現はさらに増加
するであろうと推断できよう。3
5ー
•• 
「彩檜硝子
j
現代物であり、
比較的明るい作品ではあるが、
やはり、
死の関
わる表現が見られる。
〇足の早い下男と二人の女中がすぐ宗方氏をつかまへた後、
興
密のせゐ
か彼はそれほど疲れた様
子もみえなかったけれど、
たゞなんとなく五六
日まへの死の
豫感が思ひ出さ
れてならな
かっ 。
自分もそろ／＼夫の死を心配する歳頃になったのだら
うかと、
思ふ心はさぴしかった
が、
：
この2例がこの作品 死に関わる表現 るが、
極くありふれ
た妾の感情であり、
作品には深くかかわってはいないと考える
。
316「花ざかりの森
j
三島はこの作品を翌年には、
否定的な見解を述ぺている。「私
はもはや愛さない」とまでも言っている。
とはいうものの
、出
版
の時 、
これとは違った感慨を持っていたのであるか
ら、
当時と
しては、
かなりの自信作ではなかったか。
ここにも、
死に関した
表現が見られる。
〇祖母の死後、
ふるぴた唐ぴつから熙明夫人の日記敷帖と、
古
い家蔵本の堅容とがみいだされた。
0どうかするとあの死んだ兄のふしぎなことばが、
耳のそばを
とほってゆくそよ風のかをりの、
をちかたの叢にまぎれてし
まってからはじめて匂ひだすゃう
に、
今はおぽろげながらわ
かるやうにおも れた。
•
〇あの窟奨をうつした日 ら六日たって伯爵はみまかった。0まらうどはふとふりむいて、風にゆれさわぐ樫の高み
が、
さ
あ1つと退いてゆく際 、
眩ゅくのぞかれるまつ白な空をな
がめた、
なぜともしれぬいらただしい不安に胸がせまって。
「死」にとなりあはせのやうにまらうどは感じたかもしれない、
生がきはまって猥築の澄むやうに
静誤、
いはば死に似た
静謡ととなりあはせに。
前者2例は、事実の表現、
つまり死んだ過去の人の形容語に過
ぎないが、
最後の2例は、
深く死というものと生というものとを
捉えようとしている。
この
最後の場面は‘[豊饒の海」の「天人
五衰」の最後の場面を努祝させる。
ただ門跡の手を引く御附弟と
いう第三者がい だけで、
蝉と庭と寂莫（静謡）の道具立ては
同じである。夫人は尼 ような暮らしを四十
年、
門跡は六十年と
いう相速が が。
またまろうどはかの女の知人である。
3
7ー「苧菟と珊耶
j
坊城氏が「この儲慨を栢ることは、
至難かつ無意味と思われる
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〇苧
菟のなかに類れてゆかうとするあはれな貧しい死は、
瑶
が」と述べるように、
恋の甘い雰囲気で包みなが
ら、
班耶の死を、
別の言菜で言えば、
瑶耶の生の不確かさを苧菟がおのれ自身の中
に確かなもの して行く過程を描いている
。
三島が絶えずテーマ
にした死と生と 合一を神秘的 扱おうとしたものと考える。死に関わる表現そ は、
テーマに比して以外と少ない。
0•••それ（薔薇）もだん／＼匂ひがつよくなってくるのを
みると、
きっと
薔薇の花は酸え
はじめてゐるので
せう。」と
いふのをきい
たとき、苧菟は、
班耶のなかに住んでゐる死が、
苧菟のなかの死に話しかけてゐるゃうな氣もちがしてならなかった。
0|
さきほど苧菟を喋ませたあのひとつの手。彼には
Jd副�
が死の掌で司られてゐる朝のやうにおもはれた。
0（烏は）さうして匪たさうな目をやうやく苧菟のはうへむけ
ると、
その乾いた編裂われたまつ黒な嘴が、
ゆっくりとけだ
る＜歌ひだした。「ーー瑶耶が、死んだ。」
0か
つて二つの死の、
珊瑚樹の品のやうな固いむすぴ合ひが、
かれらの生をかたちづくったのだ。
だが今、
一ばうの死はは
るかとほくへのがれ去ってしまった。
0そ
し その不貸在の生 、苧菟のなかで
死がよく死際の
人にたいしてするゃうな、
かゞやかしい暴力をふるひ出して
ゐた
。
耶の死をひときは切なく懸ひしたひはじめてゐた。
その死は
いぜん やうにかれらの間にこよなく美し
い、
またはかない
虹をなげかけはしな ったが、
さうしてすぺての作用を為し
得ないほど衰へてゐたが、
まだあの妖しい決して朽ちること
のない榮光に似た、
うらさぴれた魅はしの酪は失な
はなかった。
0そ
してまことや、
あららかな影の思ひ出の生
は、
死がかな
たの死のなかへ誘ひよせつ いつかそれと結合してうみ出す至高の生にくらべれば、
おろかしい偽の姿にすぎぬかもしれ
ぬ。なぜなら とは、
この
世に於てよりもより勁くあの世に
あって結ぴ合ふことがたやすいから。
．．． 
〇彼
のなかにほのかにへ
しかし力勁くのこったひと筋の死が｀
この部屋のどの隅にも瑕耶の死がのこされてゐないことをいとひはじめた だ。
〇苧
菟のなかにふた、ぴ甦った力強い死が、
瑶耶の死をこの
部屋によびもどしたのであるかもしれぬ。
江戸の心中ものは、
天国で結ばれるという死の崇高さを、愛の
崇高さを死によって高めるのだが、
三島は一方は、
現実におり、
一方は死の世界にいるという、
そして現実の者も心に死を充たし
ているという、
そ
してその死が、
一方の死を呼ぶという、
未来の
死を現実に呼ぴ戻したことになろうか。愛に充ちたことになろう。3
—
8『みのもの月
j
いにしえの男女の恋を脊簡形式に託して音楽のロンド形式風に
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展開し、
さらには男の出家と死を絡ませなが
ら、
女心を描き出そ
うとする小品であるが、
死に関わる表現は、
男と女の書簡に一カ
所ずつ現れ 。
〇わ
たしはいつ死なうやもしれぬ。
0こ
の日ごろあなたの御入寂をきこしめしてのゆゑやら、
少
将もおとなはれることまれに、
二人の男を受け入れ、
死んだ男との間には「夏萩」という子を
儲けて、
最後は女の語りで終わっているのだが、
ひとりごとのよ
うで、
死んだ男への書簡とは受け取れず、
沓簡としても、
受け取
る相手は死んだのであるから形式として
は、
最後は破綻している。
が見書風ということになろう。3
9ー「玉刻春
j
友人の姉を慕うも、
その弟の依頼で姉は拒絶するが、
弟の死に
よって、
愛の告白をする姉と郁哉との逢瀬で終わるが、
弟の死が
どんでんがえし
の役割をはたしてい
る。
三島の手法の―つである。
0花
小路が亡くなったのは彼が大學へはひってはじめての夏
休みであった。
この作品で、
郁哉の四国行きと兵営と山川博士の設定は留意す
ペきである。3
10「世々に残さん
j
部立てを「いろは」で始まり「のを京」で終わる28章の中品だ
が、
死に関わる表現は少ない。
0松明の火影にてらしだされたその顔を山吹はいのち死ぬべき•お
も
ひでみた。（緋絨の鎧をつけた春家）
0秋経の目にありありと山吹の姿とみえ
る、
それは死せる女悛
であった
。
しかし、
この春家と山吹とは三島は作品では死なせていないので
ある。平家物語や建礼門院右京大夫集を基盤としているが、
それ
はバックであって、
それを背漿とした恋の世界であろう。
3
11『曼陀羅物語」
大変短い作品だが、
誕生日のために曼陀羅を織らせたその王が
暗殺という結末で、
一例ある。
0|
そして、
昨日、
王さまは拭せられた。
織ったものが皆同じでそれから平和でなくなったという、
本来
は
、
パッピーエンドたるべきものを逆転させる三島の常套手段
で
ある
。
3_12「朝倉
j
「豊饒の海」の「浜松中納言物語
j
の手法は、
既にこの作品で
行われていることは、
慮要なことである。•この手法については、
別稿に誼るが、
死に関わる表現は、
少ない。
0前
三河守の要は苦しみ抜い
て、
目にも著く衰へたすゑ剥剥
の旅に就く。
明る朝歿くなったのである。
゜3
13「中世に於ける一殺人常習者の遺せる哲学的日記の抜粋」
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『エスガイの狩
j
の文章は、
二つの要素を持して展開している。
ーつは、
エスガイがホエルンを獲得するに至る過程、
もう―つは、
エスガイ兄弟がチレドを追
って、
エスガイとチレドが剣を抜いて
、
やがてチレドの首を例ねるに至る過程である。作
品の結構は完全
に
E成吉思汗質録』に拠っていて、
時の流れ、
人物、
主たる会話
と詩歌、
馬の模様に至るまで借用している。原典と相違するのは、
エスガイとチレドが実際に剣を交えて闘いやがてチレドの首を創ねる箇所である。死と血の描写
は、
これまで示したように事新し
いものではないが、
首を矧ねる場面は、
この『エスガイの狩
j
が
初めて
である。「チレドの首の
ない屍は固くなってよろめき乍ら
立ってゐた。」そしてその後の描写は、
事細かに仕上げていく。
4結
び
題名が示すように、
殺人の記録であるので、
ここでは、
血に関
わる表現を示そう。
〇殺
された彼（足利義鳥）の血が辰砂のやうに乾いて華麗な
緩
げん緑をだんだらにする。
0私
刀がその骰から引き抜かれる。
玉品色の虹をゑがき
っ、花やかに進る彼（能若衆）の血の為に。
16の作品中、
死の描写のない作品は、
3福に過ぎず、
如何に三
島 死というもの 意識していたかがわかるのであるが、
血の表
現がその に比較すると少ないことは以外であ 。
ゆっくりとであ
る。
三島
が野田氏に「サーカス
j
を持っていった
のは2月22日、
安藤氏によれば、「エスガイの狩」の脱稿は4月
8日とある。結構がそのまま
で、
文章を飾るのは三島のおてのも
のであるから、
1カ月そこそこあれば、
可能なことである。「文
藝」5.6月合併号に載り発行は8月ということになる。私が気になるのは、
これ以後、
新潮社の36巻の全集まで、
一切再録する
ことが かったことである。理由は、
二つ考えられる。
―つは、
結構がほとんど借り物で、
三島の発想ではないこと。
もう―つは、
あまりこの作品についての評はないが、
この当時、
三島は恋愛の
時期であった 。
そしてこ
の花嫁強奪は、
三島の心中にたゆ
たっていた恋愛感情と関係がある かということである。このことは●今少し調査を進めた 。
しかし、
言えることは「成
吉恩汗寅録
j
を表面に仕立てて、
実はエスガイを三島自身に仮託
していたのではないかということであ 。なお、
テキストは、「三島由紀夫短編仝集
和62年11月20発行
を使用した。
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